
2015年 6月 23日 

独立行政法人国際協力機構（JICA） 

 

JICA研修事業におけるグローバル人材育成プログラムについて 

 

JICA（ジャイカ）は、ODA（政府開発援助）を実施する独立行政法人です。JICA が行う事業のうち、技

術協力事業は、日本の技術・知識・経験を生かし、開発途上国の社会・経済開発の担い手となる人材の育成

を行うものです。具体的には、専門家の派遣、機材の供与、研修員の受入れ（研修員受入事業）、調査団

の派遣を行っています。このうち、「研修員受入事業」では、開発途上地域から、政府から選抜された行政官を

主体とする様々な分野の人材を日本に招へいし、日本の技術や経験を伝えると同時に、日本人と途上国参加

者との意見交換を通じて双方向の学びの場を創り出しています。 

 標題のプログラムは、日本人大学生・大学院生を対象とし、研修員と同様の立場で JICAの研修事業に参加

し、彼らとともに学び、専攻・研究領域の知識および途上国の抱える課題等についての知見を得つつ、それらの

経験を通じて国際協力について一層考えを深めることを目的として実施するものです。 

１． 募集概要 

JICA が実施する下記研修コース（詳細情報：別添①）への参加を希望する学生を募集します。 

№ 研修コース名称 所管国内機関 受入開始日 受入終了日 

1 地域土木行政 JICA 北海道

（札幌） 
2015/8/8 2015/10/10 

2 認証制度やブランド化を通じた森林資源の総合利

用による地域振興 

JICA北海道 

（札幌） 
2015/9/12 2015/10/31 

3 上水道施設技術総合 JICA北海道 

（札幌） 

（A)2015/6/14 

（B)2015/7/1 

（A)2015/8/20 

（B)2015/9/15 

4 地域開発計画管理 JICA北海道 

（札幌） 
2015/10/7 2015/11/28 

5 官民連携による地域観光マーケティング JICA北海道 

（札幌） 

（A)2015/10/5 

（B)2015/7/23 

（A)2015/11/5 

（B)2015/9/15 

6 地域資源に基づいた乳肉生産のための牛の飼養管

理 

JICA北海道 

（帯広） 
2015/9/23 2015/11/21 

7 中西部アフリカ地域幼児教育 JICA東京 2015/9/23 2015/10/24 

8 院内感染管理指導者養成研修（B） JICA東京 2015/11/4 2015/12/4 

9 ポリオ及び麻疹を含むワクチン予防可能疾患の世

界的制御のための実験室診断技術 

JICA東京 
2016/1/13 2016/2/13 

10 地域資源を活用した商品ブランディング・マーケティ

ング 

JICA中部 
2015/8/29 2015/9/19 

11 貿易投資促進のためのキャパシティ・ディベロップメン

ト(Ｃ） 

JICA関西 
2015/7/20 2015/8/8 

12 “子どもの学びを保証する”へき地教育の振興―

MDGs/EFA の達成に向けて（A） 

※高知県内でのプログラムのみ受入可能 

JICA四国 

2015/9/2 2015/9/17 

13 総合防災行政（B）  

※高知県内でのプログラムのみ受入可能 

JICA四国 
2015/8/10 2015/9/3 

募集要項 



 ＊各コースの研修コース概要は別添②をご覧ください。すでに開始しているコースについては、パターン B

（一部日程参加）のみとなります。 

２． 募集形態 

 

■パターンＡ 全日程参加 

■パターンＢ 一部日程参加 （参加希望日指定） 

※ 様式１ 応募用紙にて どちらかのパターンを指定してください。 

３． 募集人数、応募資格等 

（1） 募集人数   ：各コース 2名程度とします。 

（2） 応募資格   ：① 英語で行われる講義やディスカッション等に参加できるレベルの英 語能力

（目安として、TOEIC 600点以上、TOEFL 500点（CBT 177点、  

iBT 62点）程度）。 

※ 講義は、講師が直接英語で説明する場合と、日本語で説明し英語

の通訳が入る場合がありますが、研修中のディスカッションや発表は英

語で行っていただきます。 

② 各研修コースの分野に関連する研究に携わっていること。 

 

４． 費用負担等 

以下の費用は、JICA が負担します。これら以外の費用※は参加者負担となります。 

（1） 研修期間中、JICAセンターに宿泊する場合はその宿泊費全額 

（2） 研修教材・実験器具等にかかる費用 

（3） 研修期間中の損害保険料 

※ 自己負担となる主な経費：参加者の現住所から研修実施地までの往復交通費、研修期間中の食費

等の生活費 

 

５． 応募方法 

応募に際しては、①専用の応募用紙（様式1）と②履歴書（様式2）を作成し、③語学力を証明す

る書類とともに、以下 9.の JICA担当者宛に e-mail（PDFデータ）で送付してください。 

＜応募締切：参加希望日の 3週間前 必着＞ 
※ ③の語学力を証明する書類は、英検合格証、TOEIC、TOEFL スコアのコピー等です。これらの

書類を有しない方は、履歴書の語学力欄に自己判定でレベルを明記のうえ、資格を有しない

旨追記してください。 

 

６． 審査結果の通知 

応募書類を審査し、本人宛に e-mail で通知します。 

合格となった方は、在学証明書を提出していただきます。また、担当国内機関をご案内しますので、国内

機関担当者と電話、e-mail、面談等により、研修参加のための準備打合せを行ってください。 

 

７． その他 

研修参加期間中は、原則、JICA が招へいする海外の研修員とともに宿泊していただきます 

（週末を除く）。居室は全て個室です。 

 

８． 本件問い合わせ窓口 

JICA（国際協力機構） 国内事業部研修企画課  渡辺/柴垣 



住所：〒102-8012 東京都千代田区二番町 5-25 二番町センタービル 

電話：03-5226-8766 

メールアドレス：Watanabe.Masao.2@jica.go.jp または Shibagaki.Yo@jica.go.jp 

以上 

別添①：募集対象研修コース一覧  

別添②：対象コース研修コース概要 
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